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C O N T E N T S イ
エ
ス
は
大
声
を
出
し
て

息
を
引
き
取
ら
れ
た
。

す
る
と
、
神
殿
の
垂
れ
幕
が

上
か
ら
下
ま
で
真
っ
二
つ
に
裂
け
た
。

東
日
本
大
震
災
の
︑

津
波
に
よ
る
凄
ま
じ
い
破
壊
の
跡
の
た
だ
中
に
立
っ
て
以
来
︑

主
イ
エ
ス
の
死
を
見
続
け
て
い
る
︒

著
名
な
写
真
家
は
︑
こ
の
地
獄
図
の
写
真
を
掲
載
す
る
中
で
︑

﹁
神
様
消
滅
﹂﹁
い
ま
神
の
存
在
を
疑
う
﹂
と
記
し
た
︒

神
は
死
ん
だ
︒
三
位一体
の
子
な
る
神
の
死
︒

そ
の
時
︑﹁
神
殿
の
垂
れ
幕
が
︙
︙
真
っ
二
つ
に
裂
け
た
﹂︒

絶
望
の
中
に
神
の
わ
ざ
を
見
る
︒

い
ま
︑
主
イ
エ
ス
の
死
を
直
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら

希
望
の
道
が
開
か
れ
る
︒
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石
橋
秀
雄

い
し
ば
し
　
ひ
で
お

日
本
基
督
教
団
総
会
議
長

表紙の言葉
今回は東京の白百合女子大学の教
会です。秋の発行ということで、も
みじを配した秋らしい配色になる
ように腐心しました。これまで描い
てきた教会の多くが白亜の建物で
したが、この教会のあたたかい色壁
にはまた別のほっとするものを感じ
ます。「秋らしさ」にも一役買って
くれました。（絵・文＝佐藤百合子）

巻
　
　
頭
　
　
聖
　
　
句 

（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
15
章
37
、
38
節
）

Bible Verse & Essay by Hideo Ishibashi The World of the Bible “Put my tears into Your bottle” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

　
「
あ
な
た
の
革
袋
に
わ
た
し
の
涙
を
蓄
え
て

く
だ
さ
い
」（
詩
五
六
・
九
）。
ダ
ビ
デ
が
サ
ウ
ル

王
に
命
を
ね
ら
わ
れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
、

こ
と
も
あ
ろ
う
に
敵
対
し
て
い
る
ペ
リ
シ
テ
人

の
町
ガ
ト
に
逃
げ
込
み
、
捕
ら
え
ら
れ
、
狂
気

を
装
い
ま
す
（
サ
ム
上
二
一
・
一
一
─
）。
小
さ
な

ガ
ラ
ス
製
の
涙な
み
だ

壺つ
ぼ

は
博
物
館
で
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
山
羊
一
頭
で
作
っ
た
革
袋
を
涙
壺

に
す
る
ほ
ど
の
涙
を
流
し
た
ダ
ビ
デ
の
悲
し
み

は
、
ど
ん
な
に
深
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
々
は
、
涙
の
革
袋
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足
り

な
い
ほ
ど
の
涙
を
流
さ
れ
ま
し
た
。
地
震
、
津

波
、
原
発
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
つ
つ
、
言
い

知
れ
な
い
虚
脱
感
に
襲
わ
れ
、
心
の
支
え
を
求

め
て
聖
書
を
読
み
耽ふ
け

る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

終
末
の
徴し
る
し

な
の
か
。「
目
を
覚
ま
し
て
い
な
さ

い
」（
マ
ル
コ
一
三
・
三
三
）
の
お
言
葉
に
祈
り
が

湧
き
ま
す
。
一
方
、「
神
は
わ
た
し
た
ち
の
避

け
ど
こ
ろ
、
わ
た
し
た
ち
の
砦と
り
で

」（
詩
四
六
・
二
）

を
読
み
、
力
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
地
震
や
津

波
が
襲
う
記
述
が
生
々
し
く
、
聖
書
の
言
葉
が

に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び
て
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

ペ
リ
シ
テ
五
都
市
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ガ
ト

は
、
ダ
ビ
デ
が
少
年
時
代
に
戦
っ
た
ゴ
リ
ア
ト

の
出
身
地
で
す
。
テ
ル
・
ザ
フ
ィ
ッ
ト
と
呼
ば

れ
る
丘
が
ガ
ト
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
夕
日

に
羊
飼
い
の
少
年
が
浮
か
び
ま
す
。

新聖
書
の

世
界 37

写
真
／
文  

横
山
匡
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聖書セミナー⓰　飯　謙
詩編を読む ―― 最近の研究を参考に

人物と聖書�　鈴木範久
賀川豊彦と聖書

エッセー�　加藤一二三
祈りと努力

Bible Guide
みことばフォトブック 「想い」
ニューバイブルトーク

JBS情報
新翻訳ニュース
第50回聖書和訳協力者頌徳記念式典　

東日本大震災被災地への
聖書支援にご協力をお願いいたします
聖書協会を継続してお支えいただける
後援会にご入会ください！

聖書図書館蔵書シリーズ�
舊約聖史略　新約聖史略
正教会 1876年
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23 Send the Bible to the stricken area

　この4月4日、韓国聖書協会（KBS）の
招きで「韓国語聖書出版100周年記念式
典」に出席しました。韓国聖書協会は、
国内で約200万冊、海外向けには約400万
冊の聖書を製作している、世界でも最も
活躍している聖書協会のひとつです。独
自の製本工場を持っています。
　韓国聖書協会の歴史を辿ると、日本よ
り23年遅れて、1911年に初めて、韓国語
に翻訳された旧新約聖書が出版されまし
た。1885年、アメリカの宣教師アンダー
ウッドが日本在住の李

イ

樹
ス

廷
ジョン

から、韓国語
に翻訳されたマタイ福音書を手に入れた
のちに韓国に渡り、日本の翻訳委員会を
参考にして韓国語聖書翻訳委員会を組織
し、完成させたそうです。
　また、横浜にアメリカ聖書協会（ABS）
の事務所があった時代、福音印刷合資会社
が、韓国をはじめ東南アジアの聖書の印
刷・製本を一手に引き受けていました。
1911年ごろ、この福音印刷合資会社は銀座
に進出して教文館の隣に移転し、後の1933

年にアメリカ聖書協会がその場所に教文館
と聖書協会の共同ビルを建設し、それが現

在の日本聖書協会のビルとなっています。
　韓国語聖書の特徴は、誰でも読めるハ
ングル文字で翻訳をしたことと、大衆が
共通に理解できた神概念「ハナニム（唯
一神）」をキリスト教の「神」として早い
時期に翻訳し直され、それが支持された
ことだと言われています。

「韓国語聖書と
日本聖書協会」

財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信
　　         わたべ   まこと

　３月11日に東日本大震災が発生し、半年が経とうとしています。
日本聖書協会ではすぐに支援募金を開始し、また３、４、６、７月
とスタッフを被災地域に派遣して、聖書無料頒布、生活物質支援な
どを行いました。９月には支援内容を変えて、福島市音楽堂にて歌
手の沢知恵さんをお招きして支援コンサートを計画しております。
　突然の災害に見舞われた方にとっては、長きにわたる祈りと支援
が必要なことでありましょう。心から主の平安と慰めをお祈りいた
します。また、聖書協会の支援募金にご献金くださった方々には、
心からお礼申し上げます。
　「喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい」（ローマ12：15）。
聖書のみ言葉は、私たちの生活を潤し、また人生の歩みを正しく導
く神様からのメッセージであります。多くの方々に聖書のみ言葉を
新鮮に受け取っていただくことが、私たちの希望であり願いです。
　現在、写真と聖句を並べた『みことばフォトブック』第２弾、旧・
新約聖書を音声として収録した「ニューバイブルトーク」、そして各
書を開きやすいよう頁の端に索引のツメを刻んだスタイリッシュな
カバーのミニ（B７判）と中型（B６判）の『ジッパー聖書』など、
新しい聖書出版を予定しています。これらの聖書が「私の聖書」と
して皆さまに用いられますようお祈りいたします。

ソア38号発行によせて

左からキムKBS前総主事、渡部総主事、バーンABS理事夫妻、
クオンKBS総主事

KBSから感謝状を受け取る
渡部総主事

BS News

被災地に
みことばを
お届けして

東日本大震災  被災地聖書支援

東日本大震災は、東北地方に地震・津波・原発事故という三重の大
災害となりました。日本聖書協会では、被災地の方々にみことばの
灯を届けるために、聖書贈呈支援活動を震災直後より積極的に行っ
ています。今号では、その活動についてご報告します。

第2回訪問　陸に乗り上げた大型船

特集

編集部

　
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

死
者
・
行
方
不
明
者
二
万
人
以
上
、
建
物
の
全
・

半
壊
二
〇
万
戸
以
上
と
い
う
、
日
本
で
戦
後
起
き

た
自
然
災
害
と
し
て
は
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
ま
た
、
巨
大
地
震
に
続
い
て
襲
っ
た

大
津
波
は
、
太
平
洋
沿
岸
の
町
々
に
壊
滅
的
被
害

を
与
え
、
被
災
し
た
方
々
は
今
も
先
の
見
え
な
い

避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
発
事

故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の
拡
散
は
、
広
範
囲
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
聖
書
協
会
で
は
、
東
北
地
方
を
は
じ
め
と

し
た
被
災
地
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
と
教
会
の
復

興
支
援
の
た
め
、
震
災
直
後
よ
り
緊
急
支
援
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。
災
害
支
援
協
力
献
金
の
呼
び

か
け
に
は
、
日
本
全
国
は
も
と
よ
り
、
海
外
の
聖

書
協
会
や
日
本
人
教
会
か
ら
も
貴
い
ご
献
金
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
主
に
あ
る
希
望

を
お
届
け
す
る
こ
と
を
願
い
、
聖
書
と
と
も
に
、

生
活
に
必
要
な
物
資
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
届

け
る
た
め
に
被
災
地
の
現
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
以
下
、
後
援
会
員
の
皆
様
に
発
行
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
『
か
ら
し
種
』
の
記
事
を
通
し

て
、
被
災
地
訪
問
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。
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⃝
第
一
回
訪
問
（
三
月
二
七
日
〜
三
〇
日
）

◆

　

地
震
発
生
か
ら
二
週
間
あ
ま
り
が
経
ち
、
東
北
自
動

車
道
の
全
線
開
通
を
受
け
て
、
最
初
の
被
災
地
入
り
を

試
み
ま
し
た
。
支
援
聖
書
と
支
援
物
資
を
、
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
ト
ラ
ッ
ク
と
日
本
聖
書
協
会
の
バ
ン
に
積
み

込
ん
で
仙
台
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

二
八
日
、
仙
台
で
は
、
日
本
基
督
教
団
東
北
教
区
事

務
所
、
仙
台
キ
リ
ス
ト
教
書
店
ほ
か
、
四
つ
の
教
会
、

支
援
団
体
を
訪
ね
、
聖
書
と
支
援
物
資
を
お
届
け
し
ま

し
た
。
市
内
は
ど
こ
も
、
ガ
ソ
リ
ン
を
求
め
る
車
の
行

列
が
で
き
、
燃
料
不
足
の
深
刻
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

翌
二
九
日
は
、
津
波
の
被
害
地
域
を
目
指
し
て
東

へ
。
仙
台
を
抜
け
て
多
賀
城
市
に
入
っ
た
と
た
ん
、
景

色
は
一
変
し
ま
し
た
。
道
路
の
両
脇
に
散
乱
す
る
瓦

礫
、
流
さ
れ
た
鉄
塔
や
家
、
あ
り
え
な
い
と
こ
ろ
に
挟

ま
れ
て
潰
れ
た
車
な
ど
、
こ
の
地
を
津
波
が
襲
っ
た
こ

と
を
強
烈
に
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
北
上
し
、
塩
竃
で
は
三
つ
の
教
会
を
訪
ね
ま

し
た
。
一
部
、
津
波
の
汚
泥
を
か
ぶ
っ
た
教
会
も
あ
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
教
会
も
会
堂
は
守
ら
れ
、
地
域

の
方
々
へ
の
支
援
物
資
の
保
管
場
所
や
、
瓦
礫
整
理
に

来
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
所
と
し
て
使
わ
れ
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
助
け
合
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
懸
命
な
姿

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

津
波
被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
南
に
進
み
、

亘
理
町
へ
。
こ
こ
で
お
訪
ね
し
た
日
本
キ
リ
ス
ト
改
革

派
教
会
亘
理
伝
道
所
に
は
、
災
害
見
舞
い
に
来
ら
れ
た

改
革
派
の
牧
師
の
方
々
が
集
ま
っ
て
お
ら
れ
、
交
わ
り

を
共
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
伝
道
所
は
、

南
に
あ
る
山
元
町
で
二
年
ほ
ど
集
会
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
建
物
が
丸
ご
と
津
波
を
受
け
、
昨
年
そ
こ

で
最
初
の
受
洗
者
と
な
っ
た
二
人
の
教
会
員
も
被
災
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
改
革
派
の
先
生
方
と
こ
の
集
会

所
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
町
全
体
を
の
み
込
ん
だ
津
波
被

害
の
甚
大
さ
に
言
葉
を
な
く
す
ば
か
り
で
し
た
。

 

⃝
第
二
回
訪
問
（
四
月
一
四
日
〜
一
七
日
）

◆

　

地
震
発
生
か
ら
一
カ
月
が
経
ち
、
現
地
と
の
連
絡
も

取
り
や
す
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
訪

問
予
定
地
の
教
会
に
必
要
を
聞
い
て
か
ら
、
聖
書
や
物

資
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
四
日
に
東
京
を
出
発
。
気
仙
沼
市
か
ら
四
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内
陸
に
あ
る
岩
手
県
一
関
市
に
宿
を
と

り
、
一
五
日
に
気
仙
沼
に
入
り
ま
し
た
。

　

お
訪
ね
し
た
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
気
仙
沼
教
会

は
、
津
波
の
被
害
を
免
れ
た
教
会
堂
に
支
援
物
資
が
運

び
込
ま
れ
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
必
要
な
物
資
を
受
け

取
り
に
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
。「
津
波
で
全
部
な
く
な
っ

た
ん
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
、
聖
書
の
ほ
か
、
お
持
ち
し
た
支
援
物
資
は
、
会
堂

に
並
べ
る
そ
ば
か
ら
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
海
岸
線
を
北
上
。
陸
前
高
田
市
の
惨
状
は

ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
町
が
壊
滅

し
た
」
と
い
う
言
葉
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
光
景
で
し

た
。
市
内
唯
一
の
単
立
教
会
を
訪
ね
た
あ
と
、
大
船
渡

へ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
大
船
渡
教
会
、
そ
し
て
日
本
基
督
教

団
大
船
渡
教
会
を
訪
ね
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
教
会
も
町

の
高
台
に
あ
っ
た
た
め
に
津
波
の
直
接
の
被
害
を
免
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
釜
石
ま
で
移
動
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊

所
と
な
っ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
釜
石
教
会
に
泊
め
て
い

た
だ
き
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

と
も
交
わ
り
の
時
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
六
日
は
、
日
本
聖
公
会
釜
石
神
愛
教
会
、
日
本
基

督
教
団
新
生
釜
石
教
会
を
訪
ね
ま
し
た
。
新
生
釜
石
教

会
は
一
階
に
津
波
の
被
害
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
助
け
も
借
り
て
瓦
礫
が
取
り
除
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
爪
あ
と
が
生
々
し
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
も
被
災
し
た
教
会
と
し
て
、
地
域
と
共
に
復
興
し

よ
う
と
い
う
意
志
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
か
ら
ひ
と
月
あ
ま
り
経
ち
、
特
に
被
害
が

甚
大
だ
っ
た
地
域
に
も
物
流
が
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
物

資
不
足
は
改
善
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
先
の
見
え
な
い
中
を
必
死
に
生
活
し
て
き

た
人
々
の
疲
弊
は
顕
著
に
な
り
、
牧
師
を
は
じ
め
、
教

会
で
地
域
の
た
め
に
支
援
を
行
っ
て
き
た
方
々
に
も
深

い
疲
労
の
色
が
見
え
ま
す
。

　

長
い
復
興
へ
の
苦
し
い
道
の
り
の
中
で
、
一
人
で
も

多
く
の
方
が
み
こ
と
ば
に
希
望
を
見
出
し
、
本
当
の
救

い
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
祈
り
つ
つ
支
援
を
続
け
て
い
き

た
い
と
願
い
ま
す
。

 

⃝
第
三
回
訪
問
（
四
月
二
六
日
〜
二
八
日
）

◆

　

今
回
は
、
渡
部
信
総
主
事
を
は
じ
め
三
名
の
職
員
が

宮
城
県
石
巻
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
す
で
に
幹
線
道
路
や

新
幹
線
の
復
旧
も
進
ん
で
い
た
た
め
、
仙
台
ま
で
東
北

新
幹
線
で
行
き
、
車
を
借
り
て
聖
書
を
積
み
込
み
、
石

巻
市
の
被
災
地
に
入
り
ま
し
た
。

　

港
町
で
あ
る
石
巻
市
も
、
ほ
か
の
被
災
地
同
様
、
市

内
の
各
所
に
瓦
礫
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
海

に
近
い
地
域
で
の
被
害
の
多
く
は
、
地
震
そ
の
も
の
よ

り
も
津
波
に
よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

第1回訪問　緊急支援物資の積み出し第1回訪問　物資を現地の集積場に下ろす

第1回訪問
被災地に向けて出発

第3回訪問　
日本基督教団石巻
栄光教会にて絵本
聖書を寄贈

第2回訪問　日本聖公会釜石神愛教会に聖書寄贈（左）
第2回訪問　日本基督教団新生釜石教会に聖書寄贈（下）

訪 

問
地
：
宮
城
県
仙
台
市
、
塩
竃
市
、
亘
理
町
、
山
元
町
、

白
石
市

支 

援
聖
書
：
聖
書
一
二
〇
〇
冊
、
新
約
聖
書
一
五
〇
冊
、
絵

本
聖
書
一
五
〇
冊
、
マ
ン
ガ
聖
書
三
〇
冊
ほ
か

支 

援
物
資
：
果
物
、
医
薬
・
衛
生
用
品
、
カ
イ
ロ
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
、
食
品
用
ラ
ッ
プ
、
軍
手
ほ
か

訪 

問
地
：
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
大
船

渡
市
、
釜
石
市

支 

援
聖
書
：
聖
書
五
〇
〇
冊
、
新
約
聖
書
三
〇
〇
冊
、
絵
本

聖
書
一
〇
〇
冊
、
マ
ン
ガ
聖
書
一
〇
冊
ほ
か

支 

援
物
資
：
食
料
、
衛
生
用
品
、
食
品
用
ラ
ッ
プ
、
洗
剤
、

文
具
、
玩
具
、
幼
児
用
毛
布
ほ
か

訪 

問
地
：
宮
城
県
仙
台
市
、
石
巻
市

支 

援
聖
書
：
聖
書
二
〇
冊
、
絵
本
聖
書
一
〇
八
冊
、
マ
ン
ガ

聖
書
二
〇
冊
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久慈市

岩 手 県

宮 城 県

福 島 県

宮古市

釜石市

大船渡市
陸前高田市一関市
気仙沼市

石巻市

塩竃市
仙台市

亘理町
山元町

福島市

郡山市

いわき市

白石市

盛岡市

第1回訪問

第5回訪問（予定）

第4回訪問

第3回訪問
第2回訪問

ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
七
日
に
訪
れ
た
日
本
基
督
教
団
石
巻
栄
光
教
会

は
、
礼
拝
堂
は
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
附
属
幼
稚
園
の

園
舎
が
津
波
に
よ
る
床
上
浸
水
と
と
も
に
建
物
に
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
こ

の
教
会
を
拠
点
と
し
て
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
歴
史
の
あ
る
会
堂
を
持
つ
日
本
基
督
教
団

石
巻
山
城
町
教
会
や
カ
ト
リ
ッ
ク
石
巻
教
会
も
訪
ね
、

聖
書
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
絵
本
聖
書
や
マ
ン
ガ
聖
書
も
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
訪
問
で
は
、
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

石
巻
市
立
鹿か

妻づ
ま

小
学
校
を
訪
ね
て
、
被
災
地
で
活
動
し

て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
援
助
団
体
ク
ラ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ
パ
ン

と
協
力
し
、
一
般
の
被
災
者
の
方
々
の
た
め
に
聖
書
を

お
渡
し
し
ま
し
た
。

 

⃝
第
四
回
訪
問
（
六
月
八
日
〜
一
〇
日
）

◆

　

こ
れ
ま
で
の
三
回
の
訪
問
で
は
、
お
も
に
宮
城
県
や

岩
手
県
南
部
沿
岸
地
域
の
被
災
地
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
岩
手
県
内
陸
部
お
よ
び
北
部
沿
岸
地
域
の

教
会
を
四
名
の
職
員
で
巡
回
し
ま
し
た
。

　

八
日
に
東
北
新
幹
線
で
東
京
を
出
発
し
て
、
最
初
に

日
本
基
督
教
団
一
関
教
会
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で

は
、
礼
拝
堂
内
部
の
漆
喰
の
壁
が
崩
落
す
る
と
い
っ
た

被
害
が
あ
っ
た
も
の
の
、
隣
接
す
る
附
属
保
育
園
は
無

事
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
絵
本

と
マ
ン
ガ
の
聖
書
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
同
じ
一
関
市
で
も
、
二
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

東
に
あ
る
日
本
基
督
教
団
千せ

ん

厩ま
や

教
会
は
、
会
堂
、
牧
師

館
と
も
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、
使
用
は
困
難
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
津
波
被
害
の

あ
っ
た
沿
岸
地
域
ば
か
り
で
な
く
、
内
陸
地
域
の
地
震

被
災
の
状
況
に
も
目
を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
改
め
て
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
九
日
は
、
盛
岡
市
か
ら
車
で
約
二
時
間
か
か
っ
て

海
沿
い
の
宮
古
市
内
へ
。
市
街
地
は
、
津
波
に
よ
る
被

害
の
爪
あ
と
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
り
、
信
号
機
は
今

も
消
え
た
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。
特
に
漁
港
の
あ
る
海

岸
地
域
の
被
害
が
大
き
く
、
瓦
礫
や
建
物
の
撤
去
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
基
督
教
団
宮
古
教
会
は
、
礼
拝
堂
と
牧
師
館
に

高
さ
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
津
波
を
受
け
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
床
下
に
あ
る
汚
泥
は
搔
き
出
せ
て
も
、
壁
の

間
に
入
り
込
ん
だ
汚
泥
に
よ
っ
て
腐
食
が
進
み
、
粉
塵

が
上
が
り
、
臭
い
も
す
る
の
で
、
今
後
建
て
替
え
る
必

要
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
古
教
会
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
宮
古
市
内
の
教
会
は
ど
こ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
、
そ
こ
か
ら
市
内

や
近
隣
町
村
の
家
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
送
り
出
さ

で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
聖
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。
今
後
に
向
け
て
、
聖
書
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

一
〇
日
は
カ
ト
リ
ッ
ク
久
慈
教
会
を
訪
ね
て
、
聖
書

を
贈
呈
し
つ
つ
教
会
の
皆
さ
ん
と
交
わ
り
の
時
を
持
っ

た
あ
と
、
八
戸
市
を
経
て
東
京
に
戻
り
ま
し
た
。

◦

　

こ
の
特
集
は
七
月
中
旬
に
ま
と
め
ま
し
た
。
震
災
か

ら
四
カ
月
以
上
経
ち
、
被
災
地
で
は
瓦
礫
の
撤
去
な

ど
、
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
復
興
に

は
さ
ら
に
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た

方
々
の
疲
労
も
日
増
し
に
募
り
、
被
災
地
の
教
会
の
牧

師
の
精
神
的
、
肉
体
的
疲
労
は
い
か
ば
か
り
か
と
胸
が

痛
み
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
聖
書
を
も
っ
と
送
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
も
各
地
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。
特
に
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
読
め
る
絵
本
聖
書
や
マ
ン
ガ
聖
書
の
要
望

は
非
常
に
強
く
、
引
き
続
き
そ
の
よ
う
な
現
地
の
声
を

お
聞
き
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
聖
書
頒
布
の
支
援

を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
か
ら
の
お
祈
り
と
お
支
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

七
月
二
七
〜
二
九
日
に
は
、
五
回
目
の
被
災
地
訪
問

と
し
て
、
福
島
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
を
巡
回
し
ま

す
。
ま
た
九
月
に
は
、
福
島
市
内
で
歌
手
の
沢
知
恵
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
慰
問

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
予
定
で
す
。

　
七
月
末
現
在
で
、
全
国
の
教
会
、
信
徒
の
皆
様
か

ら
は
も
と
よ
り
、
海
外
か
ら
献
げ
ら
れ
た
も
の
も
含

め
て
九
〇
〇
万
円
以
上
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
約
五
五
〇
〇
冊
の
聖
書
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く

は
一
六
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

れ
、
地
域
の
中
で
復
興
に
向
け
て
共
に
立
ち
上
が
ろ
う

と
す
る
教
会
の
姿
勢
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

次
に
訪
れ
た
単
立
の
宮
古
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・

チ
ャ
ー
チ
は
会
堂
に
は
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
牧
師
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
一
緒
に
避
難
所

や
仮
設
住
宅
を
こ
ま
め
に
訪
問
し
な
が
ら
、
生
活
物
資

と
と
も
に
聖
書
も
手
渡
し
て
、
福
音
を
伝
え
る
働
き
も

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
何
度
も
足
を
運
ぶ
中

第1回～第5回の
訪問経路

訪 

問
地
：
岩
手
県
一
関
市
、
盛
岡
市
、
宮
古
市
、
久
慈
市

支 

援
聖
書
：
聖
書
四
〇
冊
、
絵
本
聖
書
二
一
六
冊
、
マ
ン
ガ

聖
書
二
八
冊

第4回訪問　カトリック久慈教会の皆さんと一緒に

第4回訪問　宮古
コミュニティー・
チャーチに聖書
寄贈

贈
呈
さ
れ
た
「
絵
本
聖
書
」
を
手

に
す
る
日
本
基
督
教
団
名
取
教
会

教
会
学
校
の
子
供
た
ち
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詩 編 を 読 む
飯  謙

神戸女学院大学学長

　

旧
約
聖
書
の
詩
編
は
、
福
音
書
や
パ
ウ
ロ
書
簡
に

お
け
る
引
用
量
を
鑑
み
て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
で
も
っ

と
も
親
し
ま
れ
て
き
た
旧
約
文
書
と
評
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
現
在
の
旧
約
に
一
五
〇
作
品
収
め
ら
れ

て
い
る
こ
の
書
が
成
立
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
近
年

活
発
な
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

長
ら
く
定
説
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
れ
が
第
二

神
殿
の
賛
歌
集
で
、
遅
く
と
も
前
三
世
紀
初
頭
に
は

成
立
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な

根
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
歴
代
誌
上
一
六
章
に
詩
編
一

〇
五
、
九
六
、
一
〇
六
編
が
伝
承
本
文
（
い
わ
ゆ
る
マ

ソ
ラ
・
テ
ク
ス
ト
）
と
ほ
ぼ
同
じ
形
態
で
引
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
歴
代
誌
執
筆
の
時

代
（
こ
れ
も
幾
重
に
も
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
）
に
は

旧
約
の
詩
編
の
書
は
今
日
の
体
裁
を
と
っ
て
完
成
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
考
え
方
で
う
ま
く
解
決
し
な
い

事
実
が
認
識
さ
れ
た
。
詩
編
は
ほ
か
の
聖
書
箇
所
に

多
数
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
ま
で
記

し
て
い
る
の
は
、
紀
元
一
世
紀
末
の
使
徒
言
行
録
一

三
章
三
三
節
「
詩
編
の
第
二
編
に
も
…
…
書
い
て
あ

る
と
お
り
」
が
最
初
で
あ
る
。
詩
編
が
前
三
世
紀
に

完
成
し
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
不
思
議
に

思
え
る
。

　

死
海
文
書
の
研
究
も
一
役
買
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
に
含
ま
れ
る
詩
編
写
本
は
、
内
容
は
一
致
す
る

も
の
の
、
配
列
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は

と
り
わ
け
後
半
─
─
詩
編
一
〇
〇
編
以
降
顕
著
と
な

る
。
つ
ま
り
、
死
海
写
本
が
筆
写
さ
れ
た
前
二
世
紀
、

ま
だ
詩
編
は
現
在
の
体
裁
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
書
名
は
プ
サ
ル
モ
イ
だ

が
、
こ
の
呼
称
も
紀
元
前
後
の
文
書
で
一
定
し
て
い

な
い
。
続
編
の
知
恵
の
書
、
フ
ィ
ロ
ン
や
ヨ
セ
フ
ス
、

さ
ら
に
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
で
も
こ
の
呼
称
は
使
わ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
人
た
ち
は
、
旧
約
の
詩
編
の
書
と

は
別
に
、
詩
編
の
諸
作
品
を
収
め
た
文
書
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
二
〇
世
紀
末
か
ら
、Ｎ
・
フ
ュ
ク
リ
ス
タ
ー

や
Ｅ
・
ツ
ェ
ン
ガ
ー
ら
、
お
も
に
ド
イ
ツ
語
圏
の
カ

ト
リ
ッ
ク
旧
約
学
者
が
、
詩
編
の
書
は
定
説
と
さ
れ

た
時
期
で
は
な
く
紀
元
一
世
紀
末
ま
で
完
成
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
仮
説
を
立
て
始
め
た
。

そ
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
死
海
文
書
の
詩
編
写
本
は
伝

承
本
文
に
至
る
一
里
塚
で
あ
り
、
現
在
の
詩
編
の
書

は
ク
ム
ラ
ン
の
文
書
群
執
筆
よ
り
も
か
な
り
後
、
ル

カ
文
書
の
時
代
に
慎
重
な
作
業
を
経
て
今
日
の
一
五

〇
作
品
が
選
定
、
配
列
さ
れ
、
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。

聖書セミナー 

最近の研究を参考に

いい　けん
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こ
の
見
解
は
多
く
の
関
心
と
論
争
を
呼
ん
だ
。

　

確
か
に
こ
の
書
の
配
列
に
は
、
あ
る
種
の
意
図
性

を
感
知
さ
せ
る
。
早
く
か
ら
Ｐ
・
オ
フ
レ
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
詩
編
一
五
─
二
四
編
は
そ
の

好
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
外
枠
に
あ
た
る
詩

編
一
五
編
と
二
四
編
の
類
型
は
入
城
の
詩
編
、
同
様

に
一
六
編
と
二
三
編
は
信
頼
の
歌
、
一
七
編
と
二
二

編
は
嘆
き
の
歌
、
一
八
編
と
二
〇
─
二
一
編
は
王
の

詩
編
、
そ
し
て
中
央
の
一
九
編
は
賛
歌
と
、
主
要
な

類
型
が
対
応
す
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
オ
フ
レ
や

フ
ュ
ク
リ
ス
タ
ー
ら
は
、
こ
れ
を
一
つ
の
ま
と
ま
っ

た
小
詩
集
と
見
た
。

　

こ
の
類
の
集
中
構
造
は
、
詩
編
二
五
─
三
四
編
や

詩
編
四
二
、
四
三
─
四
九
編
（
コ
ラ
詩
集
）
な
ど
に
も

観
察
さ
れ
る
。
ツ
ェ
ン
ガ
ー
は
、
詩
編
の
書
全
体
が
、

意
図
性
の
あ
る
編
集
を
施
さ
れ
た
小
詩
集
の
蒐
集
体

だ
と
考
え
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
仮
説
に
立
つ
研
究

者
ら
は
詩
編
の
書
を
、
第
二
神
殿
の
賛
歌
集
や
祭
儀

式
文
で
は
な
く
、
通
読
す
る
こ
と
で
「
貧
者
の
神
学
」

か
ら
終
末
論
的
な
「
神
の
国
」
に
関
わ
る
教
え
が
学

べ
る
連
作
的
な
「
読
み
物
」
と
す
る
視
点
を
提
案
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
旧
約
に
収
め
ら
れ
た
一
五
〇
の
作
品
か
ら

な
る
詩
編
の
書
を
「
読
み
物
」
と
す
る
見
方
は
、
そ

の
成
立
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
を
生
む
。

　

一
つ
の
鍵
は
、「
聖
な
る
山
」
や
「
主
の
家
」
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
「
神
殿
の
語
彙
」
の
使
用
法
が
、

詩
編
を
読
み
進
む
に
し
た
が
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
化

を
示
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
劈へ
き

頭と
う

を
飾
る
詩
編
一
編

は
、「
主
の
教
え
（
律
法
）」
や
「
流
れ
」（
二
─
三
節
）

に
触
れ
、
続
く
二
編
は
「
聖
な
る
山
シ
オ
ン
」
と
「
主

を
避
け
ど
こ
ろ
と
す
る
」
こ
と
に
言
及
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
殿
を
暗
示
す
る
語
句
で

あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
詩
編
三
編
五
節
の
「
聖
な
る

山
」、
五
編
八
節
の
「
聖
な
る
宮
」、
七
編
二
節
の
「
避

け
ど
こ
ろ
」
と
、
そ
の
後
の
作
品
に
も
継
承
さ
れ
、

神
殿
祭
儀
を
彷ほ
う

彿ふ
つ

さ
せ
る
八
編
を
導
入
す
る
。
詩
編

一
五
─
二
四
編
が
入
城
の
詩
編
に
枠
づ
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
の
小
詩
集
が
神
殿
へ
の

肯
定
的
な
こ
だ
わ
り
を
示
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
語
彙
は
、
詩
編
第
一
巻
の
終
結

部
に
あ
た
る
三
五
編
以
降
、
掉ち
ょ
う

尾び

の
作
品
で
あ
る
四

一
編
ま
で
に
は
確
認
さ
れ
な
い
。
意
図
的
に
避
け
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
「
幸
い
な
人
」
の
用
法
に
も
注
意
を
向
け
た
い
。

詩
編
一
編
で
は
、
律
法
を
「
昼
も
夜
も
口
ず
さ
む

…
…
流
れ
（
神
殿
）
の
ほ
と
り
」
に
あ
る
人
と
述
べ
、

神
殿
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
祝
福
を
強
調
し
て
い

る
。
し
か
し
、
詩
編
四
一
編
で
は
そ
れ
が
「
弱
い
も

の
に
思
い
や
り
の
あ
る
人
」
と
さ
れ
、
神
殿
で
は
な

く
、
そ
の
人
が
い
ま
現
に
い
る
「
地
」（
三
節
）
で
幸

い
に
な
る
よ
う
祈
ら
れ
る
。
神
殿
を
信
仰
の
要
か
ら

外
し
て
い
る
の
だ
。

　

テ
ク
ス
ト
を
読
み
進
め
る
中
で
、
神
殿
に
徐
々
に

距
離
を
置
く
こ
の
傾
向
は
、
詩
編
第
五
巻
に
も
認
め

ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
詩
編
の
書
は
、
実
は
神
殿

の
た
め
の
賛
歌
で
は
な
く
、
神
殿
か
ら
離
れ
て
、
あ

る
い
は
神
殿
抜
き
に
成
り
立
つ
信
仰
を
模
索
す
る

「
読
み
物
」
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
妥
当
だ
と
思

わ
れ
る
。「
神
殿
を
壊
し
た
ら
、
三
日
で
建
て
直
す
」

と
語
っ
た
ナ
ザ
レ
人
の
精
神
的
背
景
も
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

Reading the Psalm / Ken Ii

※�

本
編
は
、
二
〇
一
一
年
二
〜
三
月
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
神

戸
バ
イ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
「
第
50
回
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
」

の
講
義
内
容
か
ら
、
本
誌
の
た
め
に
改
め
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
た
な
疑
問

新
た
な
提
案

新
た
な
応
用
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親
し
み
を
抱
い
た
。
賀
川
は
豊
橋
教
会
の
伝
道
も

手
伝
っ
た
か
ら
、
三
河
地
方
に
は
土
地
勘
が
あ
り
、

療
養
に
適
し
た
蒲
郡
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
こ
れ

以
後
、
賀
川
は
絶
え
ず
気
に
な
る
存
在
と
な
っ
た
。

　

青
年
時
代
に
な
っ
て
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ

た
東
京
の
教
会
の
正
面
に
、
説
教
者
と
し
て
賀
川

豊
彦
の
名
前
が
大
書
さ
れ
て
い
た
。
た
め
ら
い
な

く
中
に
飛
び
込
ん
で
賀
川
の
話
を
は
じ
め
て
聞
い

た
。
他
の
牧
師
た
ち
の
説
教
と
の
大
き
な
相
違
は
、

背
後
の
黒
板
に
さ
か
ん
に
太
古
の
地
質
年
代
を
書

き
つ
け
、
白
墨
の
粉
を
舞
い
上
が
ら
せ
な
が
ら
の

話
し
方
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、

賀
川
の
話
の
意
図
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
終

わ
る
と
、
た
だ
ち
に
「
決
心
者
は
前
に
出
て
く
だ

さ
い
」
と
の
司
会
者
の
声
が
あ
り
、
そ
の
声
に
促

　

少
年
時
代
に
結
核
を
病
ん
で
療
養
の
日
々
を

送
っ
て
い
た
こ
ろ
、
賀
川
豊
彦
の
『
死
線
を
越
え

て
』
に
出
会
っ
た
。
同
書
に
ひ
か
れ
た
最
大
の
理

由
は
、
賀
川
が
結
核
に
か
か
り
、
愛
知
県
蒲が

ま

郡ご
お
り

で

療
養
中
に
そ
れ
が
書
か
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
蒲
郡

は
、
わ
た
し
が
住
ん
で
病
気
を
養
っ
て
い
た
町
の

ま
さ
に
隣
で
あ
る
。
歩
い
て
も
行
け
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
海
に
面
し
気
候
が
温
暖
で
、
山
の
斜
面

に
は
ミ
カ
ン
畑
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。

　

当
時
、
賀
川
は
ま
だ
一
九
歳
、
時
代
こ
そ
隔
た
っ

て
い
る
が
、
わ
た
し
も
一
七
歳
で
あ
る
。
賀
川
は
、

蒲
郡
に
住
む
前
年
、
近
く
の
岡
崎
教
会
の
伝
道
を

手
伝
っ
て
い
た
。
わ
た
し
も
岡
崎
教
会
の
附
属
幼

稚
園
以
来
、
同
教
会
に
出
入
り
し
て
い
た
の
で
、

結
核
療
養
の
大
先
輩
で
あ
る
賀
川
に
、
い
っ
そ
う

雲
の
柱
に
導
か
れ
た

賀
川
豊
彦
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

死
線
を
越
え
て

神
の
乳
房

Human and the Bible “Toyohiko Kagawa and the Bible” / Norihisa Suzuki
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及
で
き
な
か
っ
た
理
由
だ
っ
た
。

　

昔
に
戻
る
が
、
毎
週
の
よ
う
に
神
田
で
、『
賀
川

豊
彦
伝
』
の
著
者
、
横
山
春
一
さ
ん
と
、
内
村
文

献
の
収
集
家
で
あ
る
ペ
リ
カ
ン
書
房
の
品
川
力
さ

ん
を
ま
じ
え
て
雑
談
す
る
時
期
が
あ
っ
た
。
お
二

人
は
、
年
齢
的
に
も
人
生
の
先
輩
で
あ
り
、
わ
た

し
は
も
っ
ぱ
ら
聞
き
役
だ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
賀

川
豊
彦
に
関
す
る
質
問
を
い
く
つ
か
用
意
し
て
お

い
て
横
山
さ
ん
に
尋
ね
た
。

　
「
賀
川
豊
彦
が
も
っ
と
も
好
ん
だ
聖
書
の
言
葉
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
」

　
「
そ
れ
は
〝
雲
の
柱
〟
だ
と
思
い
ま
す
よ
」

　

こ
れ
が
横
山
さ
ん
の
答
え
だ
っ
た
。

　

そ
う
い
え
ば
、
賀
川
の
雑
誌
に
『
雲
の
柱
』（
創

刊
一
九
二
二
年
一
月
）
が
あ
り
、
表
紙
に
は
「
雲
の
柱
」

に
導
か
れ
る
人
の
挿
し
絵
が
あ
っ
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
第
一
三
章
二
一

節
の
次
の
言
葉
に
よ
っ
て
い
る
。

　
　

主
は
彼
ら
に
先
立
っ
て
進
み
、
昼
は
雲
の
柱�

　

�

を
も
っ
て
導
き
、
夜
は
火
の
柱
を
も
っ
て
彼
ら

を
照
ら
さ
れ
た
の
で
、
彼
ら
は
昼
も
夜
も
行
進

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
も
な
く
し
て
、
賀
川
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
雲

の
柱
」
の
絵
の
含
ま
れ
た
冊
子
を
入
手
し
た
。
こ

れ
に
は
「
一
九
二
八
・
一
〇
／
賀
川
生
／
津
軽
海

に
て
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
八
年
と
い
え

ば
、
賀
川
の
提
唱
し
た
全
国
伝
道
の
展
開
中
で
あ

る
。
そ
の
途
中
で
青
森
県
入
り
し
た
と
き
だ
ろ
う
。

賀
川
は
、「
雲
の
柱
の
導
く
ま
ま
に
」
と
記
し
た
同

じ
よ
う
な
構
図
の
絵
を
好
ん
で
描
い
た
よ
う
だ
。

賀
川
が
な
ぜ
「
雲
の
柱
」
を
好
ん
だ
の
か
、
そ
れ

以
上
は
横
山
さ
ん
に
聞
か
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
が
、

賀
川
が
「
出
エ
ジ
プ
ト
」
に
よ
り
脱
出
を
は
か
っ

た
も
の
が
、
そ
の
活
動
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る

と
の
思
い
は
し
た
。

　

賀
川
の
用
い
た
聖
書
は
、
そ
の
一
生
に
わ
た
り

数
多
く
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
う
ち
の
一
冊
を
、

文
字
通
り
覗
き
見
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
強

い
印
象
を
受
け
た
の
は
、
あ
ち
こ
ち
に
多
く
書
き

込
ま
れ
た
大
小
の
十
字
架
の
図
で
あ
る
。
こ
の
十

字
架
の
図
と
賀
川
の
も
つ
贖
罪
思
想
と
が
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
こ
の
絵
解
き
も
残
さ
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
大
勢
の
聴
衆
が
前
に
進
み
出

た
。
結
局
、
わ
た
し
は
席
を
立
た
ず
じ
ま
い
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
ま
も
な
く
し
て
、
ア
メ
リ
カ
に
長
く
滞
在

し
て
い
た
友
人
か
ら
、
同
地
で
賀
川
の
詩
を
読
ん
だ

感
想
を
聞
か
さ
れ
た
。「
神
の
乳
房
は　

太
く
て　

大
き
い
」（『
女
性
讃
美
と
母
性
崇
拝
』）
と
い
う
詩
で
あ
っ

た
。
友
人
は
、
外
国
に
あ
っ
て
実
に
異
様
な
表
現
と

し
て
受
け
と
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
マ
リ
ア
観
音
に

も
通
じ
る
日
本
的
な
発
想
と
言
っ
た
。
そ
れ
以
来
、

賀
川
の
も
の
を
読
む
た
び
に
、「
涙
の
二
等
分
」
と

か
「
神
の
懐
」
と
い
う
よ
う
な
感
情
的
、
包
容
的
な

言
い
回
し
が
絶
え
ず
記
憶
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

他
方
、
賀
川
は
、
造
船
所
の
争
議
を
指
導
し
て
逮

捕
さ
れ
る
ほ
ど
強
い
人
物
で
も
あ
っ
た
。
弱
者
に
対

す
る
深
い
愛
、
そ
の
反
面
の
強
さ
、
加
え
て
差
別
感
、

こ
れ
ら
の
矛
盾
が
、
私
が
少
年
時
代
か
ら
長
年
、
賀

川
に
関
心
を
も
ち
な
が
ら
彼
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言

『引照　新約聖書』

賀川豊彦

雲の柱の導くままに

雲
の
柱



1213 Essay “Prayer and effort” / Fifumi Kato

エ
ッ
セ
ー 祈

り

と

努

力

加
藤
一
二
三

35

加藤一二三（かとう・ひふみ）　
将棋棋士。九段。

写真は公益社団法人日本将棋連盟
Webサイトより、許可を得て転載

草
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
洗
礼
を
受
け
、
そ
れ
か
ら
毎
週
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
た
が
、
対
局
に
備
え
て
特

別
に
祈
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
昭
和
四
七
年
の
一
〇
月
、
や
は
り
祈
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
考

え
て
、
対
局
前
日
、
下
井
草
教
会
に
行
っ
て
、
祈
り
の
本
を
見
な
が
ら
三
時
間
ほ
ど
祈
っ
た
。
翌
日

の
対
局
で
は
自
分
で
も
は
っ
き
り
分
か
っ
た
が
、
剛
気
な
気
持
ち
で
戦
う
こ
と
が
で
き
た
。
以
後
、

対
局
前
日
に
は
祈
り
が
習
慣
と
な
っ
た
。

　

昭
和
五
五
年
の
五
月
、
吉
祥
寺
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
主
催
の
聖
地
巡
礼
旅
行
に
加
わ
っ
て
イ
ス
ラ
エ

ル
に
行
っ
た
。
一
日
一
日
、
大
き
な
感
動
を
覚
え
な
が
ら
聖
書
ゆ
か
り
の
地
を
め
ぐ
っ
た
。
回
想
す

る
と
、
復
活
さ
れ
た
イ
エ
ス
様
が
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
出
現
さ
れ
た
場
所
で
ゆ
っ
く
り
黙
想
し
た

こ
と
や
、
オ
リ
ー
ブ
山
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
を
な
が
め
て
深
々
と
し
た
感
動
を
覚
え
た
こ
と
な
ど
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
て
く
る
。
巡
礼
を
終
え
て
帰
国
後
、
大
き
く
冴
え
た
将
棋
を
指
し
続
け
て
、
こ

の
期
の
十
段
に
な
っ
た
。
翌
年
は
十
段
位
を
防
衛
し
、
昭
和
五
七
年
の
名
人
戦
で
は
中
原
誠
名
人
に

勝
っ
て
念
願
の
名
人
と
な
っ
た
。
こ
の
決
勝
戦
は
七
月
三
〇
、
三
一
両
日
、
東
京
の
将
棋
会
館
で
行

わ
れ
た
が
、
近
く
の
聖
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
の
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
て
神
様
に
お
祈
り
し
た
。
歴
史
に
残

る
名
勝
負
は
、
残
り
時
間
一
分
ま
で
真
剣
に
熟
考
し
て
決
め
手
を
見
つ
け
た
私
が
勝
っ
て
決
着
が
つ

い
た
。
こ
の
決
勝
戦
に
お
い
て
、「
勇
気
を
持
っ
て
戦
え
、
敵
の
面
前
で
弱
気
を
出
す
な
、
あ
わ
て

な
い
で
、
落
ち
着
い
て
戦
え
」
と
い
う
教
え
を
対
局
中
、
何
度
も
何
度
も
自
分
に
言
い
き
か
せ
て
戦

い
抜
い
た
。
人
の
努
力
は
神
様
の
助
け
を
得
て
完
成
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

対
局
の
前
日
に
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
を
よ
く
聴
く
。
私
た
ち
の
名
局
は
、
双
方
が
最
善
手
を

指
し
続
け
て
生
ま
れ
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
に
問
題
手
が
出
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
け
れ
ど

も
、
素
晴
ら
し
い
着
想
の
連
続
は
、
将
棋
愛
好
者
に
大
き
な
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
一
六
世
は
あ
る
文
章
の
中
で
、
信
徒
一
人
ひ
と
り
も
自
分
の
経
験
を

語
り
な
さ
い
と
言
っ
て
い
る
。
私
も
以
前
か
ら
自
分
の
経
験
を
話
す
こ
と
が
時
々
あ
っ
た
が
、
最
近

は
勉
強
も
し
て
自
信
を
持
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

昭
和
四
三
年
は
棋
士
と
し
て
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。
名
人
に
次
ぐ
大
き
な
タ
イ
ト
ル
戦
で
あ

る
十
段
戦
の
挑
戦
者
と
な
り
、
大
山
康
晴
十
段
と
の
七
番
勝
負
を
戦
っ
た
。
第
一
局
、
第
二
局
と
連

敗
し
た
が
、
二
局
目
の
対
局
終
了
後
、
ふ
っ
と
、
今
日
は
負
け
た
け
れ
ど
も
今
期
は
十
段
に
な
れ
る

と
い
う
考
え
が
浮
か
ん
で
き
た
。
全
く
予
期
せ
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
き
っ
と
実
現
す
る
と
思
っ
た
。

続
く
第
三
局
に
快
勝
し
、
第
四
局
で
は
、
休
み
時
間
を
含
め
て
七
時
間
近
く
熟
考
し
て
つ
い
に
絶
妙

手
を
見
つ
け
て
完
勝
し
た
。
将
棋
の
深
さ
を
経
験
し
、
転
機
に
な
っ
た
。
次
の
第
五
局
は
大
山
十
段

に
巧
く
負
か
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
六
局
、
一
二
月
二
三
、
二
四
両
日
の
対
局
で
、
初
め
て
大
き
な
感

動
を
経
験
し
た
。
大
詰
め
近
く
、
私
が
負
け
の
状
況
に
な
っ
て
い
た
が
、
双
方
が
気
づ
か
ず
進
行
し
、

私
が
勝
っ
て
三
勝
三
敗
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
い
で
棋
士
の
存
在
意
義
を
確
認
し
、
生
涯
、
棋
士
と
し

て
精
進
し
て
い
く
自
信
を
持
っ
た
。
熱
戦
を
終
え
て
対
局
場
を
後
に
し
、
妻
が
洗
礼
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
東
京
の
下
井
草
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
急
ぎ
行
っ
て
、
妻
に
勝
利
を
告
げ
た
。

　

決
勝
戦
は
昭
和
四
四
年
の
一
月
六
、
七
両
日
、
東
京
四
谷
の
「
ふ
く
で
ん
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
対
局
前
日
、
妻
が
受
洗
祝
い
に
マ
ン
テ
ガ
ッ
ツ
ァ
ー
神
父
か
ら
い
た
だ
い
た
聖
ア
ウ
グ
ス

チ
ヌ
ス
の
『
信
心
生
活
』
の
序
文
を
読
ん
だ
。
そ
の
中
に
た
し
か
、「
あ
な
た
に
も
し
何
か
し
ら
よ

い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
の
恵
み
で
あ
る
」
と
い
う
教
え
が
あ
っ
た
。
聖
人
か
ら
語

り
か
け
ら
れ
て
い
る
気
持
ち
に
な
り
、
大
き
な
は
げ
ま
し
を
受
け
た
。
大
山
十
段
と
私
は
大
勝
負
を

く
り
返
し
て
い
た
の
で
、
事
前
の
作
戦
は
全
く
考
え
な
か
っ
た
。
決
勝
戦
は
互
い
に
攻
防
の
秘
術
を

つ
く
す
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
が
、
私
が
勝
利
を
収
め
て
十
段
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
を
い
ろ
い
ろ
読
ん
だ
り
、
家
族
と
共
に
ミ
サ
に
出
席
な
ど
し
て
い
た

が
、『
信
心
生
活
』
を
読
ん
で
洗
礼
を
受
け
る
決
心
を
し
た
。
昭
和
四
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
下
井



新翻訳
ニュース

旧約部会（2011年3月）

岩吉、久吉、乙吉頌徳記念碑

2009年12月の理事会で決定された新しい聖書翻訳事
業は、2010年8月に開かれた翻訳者のためのオリエン
テーションから本格的に開始されました。2011年6月
現在で、原語担当者35名、日本語担当者11名の合計46
名で翻訳にあたっています。この8月には翻訳者全員
が集まり、そこで、旧約、新約、続編、日本語、の各
分野での課題が話し合われます。書名や重要語句など、
聖書全体に関わる重要な事柄は、各教派、団体から派
遣された代表者で構成される検討委員会で話し合われ
ています。聖書協会では、聖書を「神の言葉である」
との共通理解のもとに、教会が主体となって原典に基
づいて共同で翻訳しますので、多様な意見の中で議論
され、個人訳に比べると時間がかかりますが、それだ
け多くの方々に受け入れられる練られた翻訳聖書を生
み出すことができるでしょう。（日本聖書協会翻訳部）

現存する最古の和訳聖書、カール・ギュツラフ訳『約
翰福音之傳』（1837年）の翻訳を助けた3人の日本人漂
流民、岩吉、久吉、音吉の業績を憶え、毎年、記念式
典が開催されています。式典会場は、彼ら3人の出身地、
現在の愛知県知多郡美浜町小野浦福島にある「岩吉、
久吉、乙吉頌徳記念碑」前です。50回の節目を迎える
今年は、昼食を共にした後に、3人の激動の運命を描
いた三浦綾子原作の映画「海嶺」を鑑賞いたします。

式典、昼食、映画鑑賞会すべて無料です。
（未就学児のご参加はご遠慮くださいますようお願い

いたします）

昼食準備の都合上、9月21日（水）までに事前お申し込
みをお願いいたします。お問い合わせは、日本聖書協
会広報部までＥメール（info@bible.or.jp）、またはお
電話（03–3567–1988）でお寄せください。

日時：2011年10月6日（木）
　　　10時  式典開始  式典後、美浜少年自然の家に移動

　　　昼食後、映画鑑賞会
※終了は15時半過ぎを見込んでおります。

 JBS Information

日本聖書協会では次世代に向け、
新しい聖書翻訳に取り組んでいます。
進涉状況は随時お知らせしてまいりますので、
どうぞお祈りに覚えてください。

みことばフォトブック「想い」

特徴

収録

聖 書 和 訳 協 力 者 頌 徳 記 念 式 典第 5 0 回

J B S 情 報

みことばブック
第２弾、
9月上旬発売。

昨年12月から、写真と、それに添えるみことばを広く公募いたしました。
多数の応募作品の中から、今回は約130点を厳選。
聖書のことばと、写真の「想い」が、重なりました。
人が人を撮る、人が人を想う、みことばがそれをつなぐ…
ページをめくるたびに、心が動くフォトブックです。

定価9,975円（税込）
ISBN978–4–8202–8243–3

NINBT– DC

聖書を聴き、読む生活。
旧新約録音聖書を全巻収録し、音声と共に、
聖書本文をテキスト表示して読める、
デジタル・オーディオ・プレーヤーの誕生です。

（今秋発売開始予定）

NEW BIBLE TALK  ニューバイブルトーク

ISBN978–4–8202–7213–7
NI650-P2　オールカラーB5変型判　紙装（ジャケット掛け)
定価1,500円（税込）

聖書 新共同訳 旧約聖書続編つき／
みんなの聖書 絵本シリーズ朗読版（久米小百合さん）／
賛美歌サンプル3曲　メモリー4GB（うち、購入時の空き領域1.2GB）

＊PCからのファイルダウンロード、録音、再生、動画再生が可能な 
　多機能携帯音楽プレーヤー、スピーカー内臓。
＊朗読にあわせ、カラー液晶画面に本文テキストを表示。
＊再生する箇所を数字で直接指定可。
＊microSDカードスロット搭載。高性能リチウムイオン電池採用。
　ソフトウェアはアップグレード可能。

1415
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編
集
後
記

Become a member and support the Bible Work

日本聖書協会では、被災した方々に希望を持って復興への道を歩んでいただけるよう、聖書支援を
行っております。特に、悲惨な状況を目にして不安の中で過ごす子どもたちの心を慰める『絵本聖
書』『マンガ聖書』、また、被害を受けて聖書を必要としている現地の教会に備え付け用『聖書』（旧
新約聖書）を寄贈いたします。この趣旨にご賛同いただける方のご献金を受け付けております。

★年会費は下記の 5 種類からお選びいただけます。

A： 1,000 円 　B： 3,000 円   C： 5,000 円　 　  
D： 10,000 円  E： 50,000 円
後援会入会申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。

ホームページでも「入会申し込み」をお受けしています。
http://www.bible.or.jp/collection/col07.html

お問い合わせ：日本聖書協会募金部　TEL. 03–3567–1980 〒 104–0061 東京都中央区銀座 4–5–1 E-mail：fund-raising@bible.or.jp

ご入会いただいた方に
は、会員証と会員バッ
ジを進呈し、年 4 回発
行のニュースレター「か
らし種」をお届けして、
聖書協会の働きをご報
告いたします。

女性用 男性用

会員バッジ

聖 書 協 会 を 継 続 し て お 支 え い た だ け る 後 援 会 に ご 入 会 く だ さ い ！

●郵便振替／ 00160-2-18410 
備考欄に必ず「国内災害地支援献金」とお書き添えください。

●銀行振込／三井住友銀行 京橋支店（普）6552744 
銀行振込は送金される前に、お手数ですが、メール、お電話等で「国内災害地支
援献金」である旨、お知らせくださいますようお願いいたします。

上記いずれも 口座名：財団法人 日本聖書協会

ご献金の方法

被災地への聖書支援活動は、
ホームページで詳しくご紹介しています。
http://www.bible.or.jp/higashinihon/index.html

17  Library’s Treasure

 聖書図書館蔵書シリーズ 36

新約聖史略 堀江復（聖名サワ）訳
（正教会　1876 年　上下巻）縦：23cm　横：16cm

舊約聖史略 小野成籌（聖名ペートル）訳
（正教会　1876 年　上下巻）縦：23cm　横：16cm

　正教会の最初の聖書関係教書。日本伝道の初期に、
聖書に関する知識を与えるために翻訳された。正教会
の伝統にのっとり、伝承も取り入れ、聖書の内容を要
約し、順序だてて記述する聖書物語。
　小野成籌と堀江復は、共にニコライの設けた翻訳局
ロシア語科で多くの教書類を翻訳し活躍した翻訳者で
あるが、両書とも司祭ニコライ閲とあり、聖書関連書
がニコライの校閲のもとに翻訳されていたことがわか
る。
　石版印刷で印刷された和綴じ本。

　文語体で書かれ、右ルビに読みを、左ルビに意味を
記している。たとえば、「理訟官【リシヨウクワン／サ
バキヤク】」「義人【ギジン／タヾシキヒト】」「十字架【ジ
フジカ／ハリツケバシラ】」。
　固有名詞は「ヱワ」（エバ）「モイセイ」（モーセ）「イ
オアン」（ヨハネ）「イヱルサリム」（エルサレム）など、
現在正教会で使用しているスラブ語読み表記である。

「イイスス・ハリストス」は「イヽスース・ハリストー
ス」と表記され、アクセントの位置がわかるように「ー」
が挿入されている。

東日本大震災
被災地への聖書支援にご協力をお願いいたします

　

今
夏
も
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
と
り
わ
け
東
日
本
大

震
災
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
な
お
も
不
自
由
な
毎
日
と
お
察
し
申

し
上
げ
ま
す
。
主
の
慰
め
、
励
ま
し
が
あ
り
ま

す
よ
う
に
。
そ
し
て
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
集
で
は
、
三
月
下
旬
以
降
、
当
協
会
が
被

災
地
に
う
か
が
っ
た
際
の
報
告
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
津
波
に
遭
っ
た
会
堂
を
復
旧
さ

せ
る
に
あ
た
っ
て
、「
い
つ
終
わ
る
と
も
知
れ
な

い
作
業
の
中
で
、
精
神
的
な
疲
れ
も
ピ
ー
ク
に

達
し
ま
し
た
」
と
語
る
三
〇
代
前
半
の
牧
師
先

生
の
言
葉
が
、
心
に
重
く
響
き
ま
し
た
。
そ
の

よ
う
な
極
限
状
態
に
お
い
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら

の
応
援
な
ど
、
主
の
導
き
の
う
ち
に
支
え
ら
れ
、

先
生
と
教
会
は
地
域
と
の
協
力
関
係
を
深
め
、

私
ど
も
が
お
邪
魔
し
た
時
は
、
町
の
復
旧
作
業

を
力
強
く
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
御
言
葉
を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
。
折
が
良
く
て

も
悪
く
て
も
励
み
な
さ
い
」（
テ
モ
テ
へ
の
手
紙

二　

四
・
二
）。
こ
の
国
に
住
む
お
一
人
お
一
人

に
、
そ
し
て
世
界
に
、
希
望
の
御
言
葉
が
行
き

渡
る
よ
う
、
当
協
会
も
さ
ら
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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